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要約：本報告ではこれまでのプロジェクト研究の知見に基づき，いわゆる育児不安の本態と考えられる育児困難感の

心性の明確化と，さらにその心性を成り立たせている諸要因を明らかにし，臨床的適用にむけてのアセスメント指標

作成の試みを行った。調査対象は0歳から6歳児の母親1952名，調査項目は育児に関する項目を中心に10領域

88項目を選定した。得られたデータについて次のような分析を行った。まず隻①年齢をO－3歳児群多3－6歳児

群の2群に分け，これと各項目のクロス集計を行った。その結果，3－6歳児群にネガティブな回答傾向が一般的に

認められた。つぎに，②各領域ごとに因子分析を行い，領域1において育児困難感因子がタイプ1，ロに分けられ，

その心性の本質が明確に示された。即ち，育児困難感タイプ1の心性は子どもへのネガティブな感情を中心とする能

動外罰的なものであり，育児困難感タイプHは育児への自信のなさを中心とした受動内罰的心性をもつものと考えら

れた。この2つのタイプを成り立たせる要因を特定するために③重回帰分析を行った。その結果，二つのタイプとも，

年齢群に特有な要因はみられるものの，基本的なシ出マ構成はほぽ同一であることが明らかになった。育児困難感タ

イプ1は子どもへのネガティブな感情，家庭機能の問題が主に関連しており，タイプnでは家庭機能と，母親の心の

不健康感が主要関連要因と考えられた。そこで，育児困難感の低減ないし解消に向けての相談に際しては家庭機能と

母親の心の健康の相互性を重視し要十分視野に入れる；とが重要であると指摘した。最後に，ヒストグラムから90

パーセンタイルを基準にスクリーニングし保健指導または心理相談に活用しうるアセスメントの可能性が示され，今

後，臨床的に有効なアセスメントヘ向けて研究を行うこととした。
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1　研究目的

　われわれは，育児不安の本態を明らかにし，その的

確な臨床的対応を見いだすべく研究を積み上げてきた。

そして，育児不安の本態は子どもへのネガティブな感

情，心的態度と，育児への困惑から成る心性ではない

かとの知見3｝を得た。そこで，本研究では乳幼児期を

通しての，母親の育児困難感の心性をより明確にし，

さらに，この心性を成り立たせている要因を見いだし，

その評定への試みを行うこととした。このような一連

の研究があってはじめて，いわゆる育児不安をめぐる

臨床的課題に答えうるものと考え，本研究を行った。

∬　研究方法

1　調査項目の作成

　19941》，19952》年論文において用いた調査項目とそ

の結果を吟味検討し，さらに6－7歳未満児の母親を

対象に調査可能にすべく調査項目を選定した。その領

域は，1．育児に関する13項目，2．妊娠中出産後

の精神症状に関する3項目，3．父親に関する17項

目，4，家庭機能に関する5項目，5．子どもの行動

や母親と子どもとの関係についての19項目，6。子

どもの情緒，行動的間題に関する15項目，7．母親

の心の状態に関する22項目，8．父親の心の状態に

関する12項目，9．妊娠，出産後の子どもの状態に

関する6項目，10．生後半年までの乳児の特徴に関

する6項目の，計10領域88項目から成っている。

各項員に関しては付表．1年齢群別クロス集計表を参照

されたい。

2　調査方法

　調査地域は東京都区内，相模原市，川崎市，海老名

市，豊橋市，刈谷市，蓮田市であり，調査場所は保育

所56．7％，幼稚園25．6％，病院小児科乳児健

診17．7％である。アンケートの回収方法は，保育

所，幼稚園では，園を通して配布，回収し，病院小児

科健診では，その場での記載，回収を主とし，一部郵

送法によった。すべてが郵送法によっていないため正

確な回収率存得られないが，各施設へのアンケート配

布数と回収数の比から約80％と推測される。

3　調査対象

　対象は，0歳から3歳未満の子をもつ母親987名，

3歳から6歳児の母親965名，計1952名である。
対象者の属性については，子どもの年齢は0歳児21

6名，1歳児211名，2歳児268名，3歳児29
2名，4歳児304名，5歳児370名，6歳児29
1名であり，ほぽ均質に分布している。性別は男児9

95名，女児960名であった。母親の年齢は0－3

歳未満群平均31．4歳，中央値31．0歳，3－6
歳群平均34．0歳，中央値34，0歳である。母親
が就労しているものは，常勤37．8％，パートタイ

ム16．7％，自営6．9％であり，専業主婦は32．

0％であった。

4　結果の整理法

　（1）年齢群別によるクロス集計

　付表1に0－3歳群，3－6歳群の単純集計及び両

年齢群のクロス集計（κ2検定）による項目を示した。

　（2）因子分析

　項目数の少ない領域Hを除き，各領域毎に0－3歳，

3－6歳両群について因子分析を行った。因子分析は

バリマックス回転によった。抽出された各因子は，そ

れを構成する項目（原則的に負荷量0．4以上のもの，

を選択）により，命名した。各因子毎に構成する項目、

の単純加算により　（例：4項目で構成されれば肯定的、

反応1点，否定的反応2点なので，理論上は4点から

8点まで分布），因子毎の得点を求めた。．なお，それぞ

れクロンバックのα係数により，おおよその信頼性を

確認した。

　（3）重回帰分析

　領域1．育児に関する項目を構成する因子それぞれ

を従属変数として，領域1の他の因子を含めて，他の

領域の全ての因子．を説明変数とする重回帰分析を行っ

た。これは，目的のひとつである抽出される育児不安

に関わる因子を説明する要因群を求めるためである。

なお，各重回帰分析の結果，相関比（r自乗）はあま

り高いものとはいえなかったが，他の指標（分散分析）

では特に問題はなく，分析可能な範囲であると考えた。

　（4）ヒストグラムの算出

　今後の保健指導，あるいは心理相談に璋郡すること

のできる評定尺度の作成のための基礎的検討として，

領域1において抽出された因子群それぞれのヒストグ

ラムを作成した。
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皿　研究結果

1　年齢群によるクロス集計（κ2検定）

　付表1に両年齢群の領域毎のクロス集計と年齢群間

の有意差を＊印により示した。主な結果をのみ述ぺる。．

①領域1．育児に関する項目：有意差のある項目は「子

どもの発達が気になる」r子どもといっもいないと落ち

着かない」を除き3－6歳群に比率が高い。

②領域H．妊娠，出産後の精神状態に関する項目：妊

娠中の不安，出産後のマタ昌ティブルーズは0－3歳

群に高ぐ，有意である。

③領域皿．父親に関する項目：r夫と気持ちが通じ合わ

ない』「精神的に支えてくれない」等の夫婦関係，家事

や育児への消極性，子どもとの関係等この領域では3

－6歳群が有意に高い比率を示した。「子どもの扱いが

分からない』「父親としての自覚が足りない」「子ども・

は父親になっいていない」の3項目に有意差はなく，

しかも前2項目は10数％あることに注目したい。

④領域IV．家庭機能に関する項目：ここでは年齢群閥

に有意差は見られない。r家族から離れて一人になりた

いことがある」「家族としてのまとまりを感じない」め

2項目の比率の高さ等，家族，家庭の問題への示唆に

富む回答である。

⑤領域V．子どもの状態に関する項目1ほとんどの有

意項目が3－6歳群に高く，・項目自体の性質から年齢

による差があることが当然と考えてよい項目もある。

とくにr子どもとしっくりいかないことがある」r子ど

ものすることが許せないことが多い」r私の顔色をうか

がっていると思う」は3－6歳群に有意に多く，子ど

もの発達要因，及びおそらくこれまでの母子関係のあ

りようが影響していることが考えられる。

⑥領域皿．母親の心の状態に関する項目：r眠れない」

「食欲がない」の2項目を除き，有意差のある項目は

3－6歳群に多くみられている。r生き生きしていない」

「充実していない」「怒りっぽい』f幸せな気分で過ご

していない」等がみられている。また，「心身不調（1

0％強）』「気が滅入ることがよくある（20数％）」「と

ても心配性で気に病むことが多い（30数％）」等の比

率にも注艮したい。

⑦領域V皿．父親の心の状態に関する項目：母親による

回答なので，バイアスを考慮しなくてはならないが，

有意差のある項目は3－6歳群に高い。「居場所がない

（約4％）」「心身不調（約8％）j等有意差のない項

目もみたい。

⑧領域X．乳児期の特徴に関する項目：年齢間に有意

差を認めないことは妥当である。rよく泣きなだめにく

かった（2・1、％）』「とても手が掛かり，大変だった（2

1％）」「おとなしく手が掛からなかった（47．8％）」

などの比率をみておきたい。

2　因子分析

　これまでの研究では，育児に関する項目と，母親の

心の状態とを含めて因子分析をしたので，因子を構成

する項目に両者が混在し，育児不安の由来が不明確で

あった。そこで今回はこの二つの領域を分けて因子分

析を行うことにした。また，各領域についても因子分

析を行い，その因子と命名したものを付表2に示した。

ここでは本研究のテーマである領域1育児に関する因

子分析について記述する。

　（1）領域1．育児に関する項目の因子分析（表1）

①0－3歳未満群：3つの因子が抽出され，第1因子

はr子どものことが煩わしくてイライラするj　r育児の

負担感j　r偲親として不適格」r叱りすぎるなど，子ど

もを虐待しているのではないか」など子どもへのネガ

ティブな感情を含んだく育児困難感タイプ1＞と命名

したる第2因子は「育児に自信がもてない」「うまく育

てていない」r育児についていろいろ心配」といった項

目から成り，＜育児困難感タイプH＞とした。なお，

この因子命名は，われわれがこれまで行った育児不安

研究3》において，育児不安の本態と考えられた育児函

難感を構成する項目と一致するところからとられた。

　更に第3因子として，「特に理由はないが子どものこ

とがとても気になる」「子どもと一緒にいないと落ち着

かない」といった子どもの状態を気遣う項目構成から

く気遣い感＞と命名した。

②3－6歳群：前群と同項目から成り，ほぼ同質の第

1，第2因子が抽出され，同じくく育児困難感タイプ

1＞，＜育児困難感タイプH〉とした。ただし，0－

3歳群と異なるところは，第2因子に，「よその子と比

べて，落ち込んだり，自信をなくしたりすることがあ

る」という項目が加わったことである。

3　領域1．育児困難感因子に関する重回帰分析

　育児困難感因子を成り立たせている要因群を見いだ

すために，重回帰分析を行った。

　（1）育児困難感因子タイプ1

①0－3歳群：表2に示すように，育児困難感タイプ
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表1　領域1．育児に関する項目の因子分析表

①0－3歳未満群

第1因子育児困難感タイプ1 （固有値3．145　寄与率26．21％）

項 目 負荷量

3．子どものことがわずらわしくてイライラする

5．子どもを育てることが負担に感じられる

6．母親として不適格と感じる

7．叱りすぎるなど，子どもを虐待しているのでは

　ないかと思うことがある

0．638

0．538

0．486

0．385

第2因子　育児困難感タイプH（固有値｝．627　寄与率13．56％）

項 目 負荷量

1．何となく育児に自信が持てないように思う

2．育児についていろいろ心配なことがある

4．子どもをうまく育てていると思うR

O．664

0．439

0．548

第3因子気遣い感（固有値LO29寄与率8．58％）

項 目 負荷量

8．特に理由はないが子どものことがとても気になる　　0．596

12．子どもの発達が気にかかる　　　　　　　　　　　0．468

10．いつも子どもと一緒にいないと気持ちが落ち着かない・0．450

2．育児についていろいろ心配なことがある　　　．　　　0．410

②3－6歳群
　第1因子育児困難感タイプ1 （固有値3．301　寄与率27．51％）

項 目 負荷量

3．子どものことがわずらわしくてイライラする

6．母親として不適格と感じる

5．子どもを育てることが負担に感じられる

7．叱りすぎるなど，子どもを虐待しているのでは

　ないかと思うことがある

1．何となく育児に自信が持てないように思う

0．670

0．604

’0‘532

0．442

0．489

第2因子育児困難感タイプn（固有値1．523寄与率12．69％）、

項 目 負荷量

2・．育児にっいていろいろ心配なことがある

1．何となく育児に自信が持てないように思う

9．よその子どもと比べて，落ち込んだり，自信を

　なくしたりすることがある

4．子どもをうまく育てていると思うR

0．586

0．581

0．504

0．447

38



川井他：育児不安に関する臨床的研究皿

H因子をはじめ，各領域の各因子との関連が認められ

た。「家庭の中がしっくりいかない」「自分の居場所が

ないjなどく家庭機能の問題因子（領域Iv）以下（）

内は各領域とその因子番号を示し，付表2を参照のこ

と＞，「子どものしていることが許せない」rとめどな

く叱ってしま．う」など〈子どもへのネガティブな感情

因子（V・一3）＞，「イライラ』「怒りっぽい』のく母

親の焦燥感因子’（VII－4）＞，子どもへのく気遣い因

子（1－3）＞，1r母親から離れられない』r人見知り

が強い」「とても怖がる」など母子関係の不全が想定さ

れるく不安，恐怖因子（V－4）＞，く言語の発達（VI

－1）＞，最後にく妊娠，出産後の異常因子（IX）＞・

から成っている。

②3－6歳群：0－3歳群と共通している因子は，く

育児困難感因子タイプH＞，＜子どもへのネガティブ

な感情（V－1）〉，＜家庭機能（IV）＞，の3因子

である。「生き生きしていない」「幸せな気分で過ごし

ていないゴ「気持ちが充実していない」などく母親の心

の不健康感因子（W－1）＞，乳児初期のrあまり泣

かない（R：逆転項目を示す）」rおとなしくて手がか

からない（R）jの＜difficult　type因子（X－2）＞，

そして，妊娠中の不安，出産後のマタニティブルーズ

及び抑うつ状態がこΦ年齢群の本因子に関与している6

　（2）育児困難感因子タイプ∬

①0－3歳群：＜育児困難感タイプ1＞が関与し，こ

の年齢群でタイプ1因子と共通するものはく焦燥感＞，

く気遣い感＞の2因子である。さらに，＜母親の心の

不健康感因子（w－1）〉，r父親が家事，育児に消極

的」「仕事や趣味だけ」「自分や子どものためによくし

てくれない」など〈父親の非家庭的因子m－2）＞，

そして，＜母親の抑うつ，不安因子（V皿一2）＞が本

因子の成り立ちに関与している。

②3－6歳群：0－3歳群と共通する因子は，＜育児

困難感タイプ1＞，＜母親の心の不健康感＞の2因子

である。また，本年齢群でく育児困難感因子1＞と共

通するものは，＜母親の心の不健康感＞，＜家庭機能

〉，である。ここでの特徴は，子どもが「怒りっぽい」

「気分が変わりやすい」「かんしゃくをよくおこす」ど

いったく子どもの扱いにくさ因子（V－2）＞，＜言

語の発達因子（W－1）」「強い人見知り」「とても怖

がる」等子どものく不安，恐怖因子（V－4）＞が関

連をもっていることであり，さらに，r楽天的でない」

「敏感に感じすぎてしまうj「心配性で気に病む』とい

った〈自、己否定感因子VII－3）＞，がこの年齢群の本

因子を成立させている。

　（3）気遣い感因子

　本因子は0－3歳群にのみ抽出された。＜育児困難

感因子1及びU＞，子どものく不安，恐怖感（V－4）

＞，母親のく自己否定感（皿一3）＞，母親のく心の

不健康感（VII－1）＞，父親のく非家庭的皿‘5）＞，

母親のく心身不調感、（、肛一6）＞因子により成り立つ

ことが認められた。

表2　重回帰分析の結果

　（1〉従属変数：領域1第1因子　育児困難感タイプ1

①0－3歳未満群

領域 回帰 標準回

因子名 一因子 係数 帰係数

育児困難感タイプ〕 1－2 0，250 0，318

家庭機能・ IV全部 0，179 0，234

子どもへのネガティヴな感情 V－3 0，227 0，132
母親の焦燥感 VH－4 0，127

F
O
，
1
2 8

言語発達 VI－1 0，241 0，126
気遣い感 1－3 一〇．131 一〇．134

子どもの不安・恐怖感 V－4 0，114 0，094
妊娠・分娩・噺生児期の異常 D（全部 0，OO8 0，079

②3－6歳群
領域 回帰 標準回

因子名 一因子 係数 帰係数

育児困難感タイプH 1－2 0，409 0，432

子どもへのネガティブな感情 V－1 0，323 0，243
母親の心の不健康感 VH－1 0，141

’
0
．
1 47

家庭機能 IV全部 0，173 0，125

言語発達 VI－2一〇．232 一〇．065
difficult　type X－2 一〇．122 一〇．b71

妊娠・出産後の精神状態 n全部 0，119 0，040
定数＝0．603R2ニ0．473

定数＝一〇．470R2＝0．410
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表2　重回帰分析の結果　つづき

　（2）従属変数：領域1第2因子　育児困難感タイプII

①0－3歳未満群

領域 回帰 標準回

因子名 一因子 係数 帰係数

育児困難感タイプ1 1－1 0，377 0，297

母親の心の不健康感 VH－1 0，170 0，227
気遣い感 1－3 0，280 0，225

母親の焦燥感 V旺一4 0，130 0，104

父親の非家庭的 皿一2一〇．110一〇．117
母親の抑うつ・不安感 、肛一2 0，007 0，100

定数＝0．145R！＝0．391

②3－6歳群
領域 回帰 標準回

因子名 一因子 係数 帰係数

育児困難感タイプ1 1－1 0，517 0，490

扱いにくさ V－2 0，205 0，139
言語発達 VI－2 0，557 0，147
母親の自己否定感 VH－3 0，146 0，110
子どもの不安・恐怖感 V－4 0，160 0，086
母親の心の不健康感 皿一1 0，009 0，085

家庭機能 IV全部 一〇．104 一〇。071

定数＝0．519R2二〇。428

　（3）従属変数＝領域1第3因子　気遣い感

①0－3歳未満群

領域 回帰 標準回

因子名 一因子 係数 帰係数

育児困難感タイプH 1－2 0，251 0，314

子どもの不安・恐怖感 V－4 0，230 0，187
母親の自己否定感 V皿一3 0，149 0，200

育児困難感タイプ1 1－1 一〇．165 一〇．162

母親の心の不健康感 VH－1一〇．106一〇．175
父親の非家庭的 皿一2 0，009 0，117
妊娠・分娩・新生児期の異常 IX全部 0，153 0，101

定数＝1．577R2＝0．188

4　ヒストグラムによる育児困難感スクリーニングためのカ

ットオフポイント

　表3に示すようにパーセンタイル値を算出した。育

児困難感タイプ1因子は4項目から成り，ネガティブ

回答を1項目2点としたので合計ネガティブ点は8点

となる。以下の因子得点も同様である。

①0－3歳群

a）育児困難感タイプ1因子：本因子の90パーセン

タイル値は5あるいは6点であり，その人数は5点，

54人，7．9％，6点32人，4．7％を示した（表
3－1）。

b）育児困難感タイプH因子：90パーセンタイル値

は6点，130人19．2％である（表3－2）。

c）気遣い感因子：90パーセンタイル値は5ないし

6点である。5点129人，18。8％，6点46人6．
7％であった。

d）3因子合計点：90パーセンタイル値は15点以

上18点であり，72人10．9％である。なお，3因
子合計点のヒストグラムを図1に示した。

②3－6歳群

a）育児困難感タイプ1因子：90パーセンタイル値

9ないし10点である。9点104人8．4％，10点
50人4．1％であった。

b）育児困難感タイプH：90パーセンタイル値は9

いは10点であり，9点は154人12．5％，1．0点
は99人8．1％であった。

c）2因子合計点の90パーセンタイル値は18から

20点である。この範囲にいる人は134人11．0％で

あり，そのヒストグラムを図2に示した。

　これまでの調査研究や臨床経験からみて，おおよそ

10％内外の人が相談の対象と考えられるところから，

90パーセンタイル値をカットオフポイントにスクリ

ーニングしうると考える。
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①o一き歳未満

　第1因子
　　育児困鮭感タイプ1

　　川井他：育児不安に関する臨床的研究皿

　　　　　表3　パーセンタイル値（ヒストグラム）

、箏編難感タィプ，第羅感 領域1
因子合計点

有効 有効 有効 有効

得点 人数 パーセント 得点 人数 バーセント 得点 人数 パーセント 得点 人数・ バーセ卦

3．00 472 68．9
』3．．00、 213 31．5 3．00 270 39．4 9．00一105

・15，9』

4．00 127 18．5、 4兜00 206』 30．4 4．00 241 35．1 、10．00
『
1
1 5 17．4

5．00 54 ．7．9
5． 00 ’128 18．9 5．00 129 18．8 U』00∴121 』18．3、

6．00 32 』4．7 6．00 ！30・ 19．2 6．00 46 6．7 一
1
2．00‘ 112 16．9

合・計
1
6
8
5

100』0』 合』計 6πド100．0 合　計 686 100．0
1
1
3
．
0σ －75 1・1．3，

欠損値 10 欣損値 ＼18、 欠損値 9 14．00 62 9．・牛

15．00．
一
3
6 『「5．4

16．00 27 4．1

17．00 8 1．2

18．00 1 0．2

合　計 662 100．0

欠損値 33

②3－6歳

　第1因子
　　育児困難感タイプ1

諭因子

　育児困難感タイプH

領域1
　因子合計点

有効 有効 有効

得点 人数 ハ㌧セント 得点 人数 パーセント 得点 人数 バーセント

5．00 498 40．4 5．00 240 19．5 10．00 172 14．2

6．00 270 21．9 6．00 296 24．1 11．00 212 17．4

7．00 185 15．0 7．00 227 18．5 12．00 178 14．7

8．00 127 10．3 8．00 213 17．3 13．00 141 11．6

9．00 104 8．4 9．00 154 12．5 14．00、 123 10．1

10．00 50 4．1 10．00． 99 8．1、 15．00 10Q 8．2

合計 1234 100．0 合　計 1229 100．0， 16．00 『86 ．7．1

欠損値 23 欠損値 28， 17．00 69 5．7

18．00 75 6．2

19．00 44 3．6

20．00 15 1．2

合　計 1215 100．0

欠損値 42
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僕
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図1　0－3歳未満群

　　　領域1－3因子合計点のヒストグラム

図2　3－6歳群
　　領域1－2因子合計点のヒストグラム

IV　考察

　研究目的に述べたところを遂行するために，最も重

要な調査項目の作成にっいてまず考察を加えたい。こ

れらは，本プロジェクト研究においてこれまで用いた

項目を，研究結果を含め検討し，選択したもので，得

られた結果からほぽ妥当と考える。ただし，乳幼児期

を通しての調査を考えた結果，調査用紙を1部にした

ため，記入にとまどいを与えたことは否めない。今後

的確な育児不安評定を行うために，年齢区分をどこに

おくか，即ち，0歳児用，1－3歳児用など，一研究知

見を更に検討し，工夫したい。

　調査対象にっいては，0歳から6歳まで標本のバラ

ンスはほぼとれているが，調査人数が1952名で標
本数が不足している二とは否めない。調査場所が保育

所，幼稚園，病院小児科健診の場であることは妥当と

考えるが，調査地域が限定されていること，即ち，全

国調査ではないことが，本研究知見を一般化すること

を妨げている。以上の研究方法上の課題を念頭におい

て，得られた結果について考察し，主たる研究知見，

及び今後の課題について検討を加えたい。

1　年齢群によるクロス集計について

　全体的な傾向をみると，各領域にわたり有意差のあ

る項目の多くは，3－6歳群に比率が商いことが指摘

される。即ち，子どもの年齢が高くなると，母親のネ

ガティブ回答の比率は高くなる傾向にあるといえよう。

たとえば，領域1．育児に関する項目の多くが3－6

歳児群に有意であり，0－3歳の時期に比べて養育に

困難を感じている度合いが大きくなることが示されて’

いる。これと合わせて，領域Vの子どもの状態r子ど・

もとしっくりいかない」「子どものすることが許せない」

「とめどなく叱ることが多い」はその比率の高さをみ

ても見逃せない。子どもの自我の発達との関連も考え

られ，母親のとまどいや対応の不適切さなどが現れや

すい時期であることを示したといえよう。領域m「夫

と気持ちが通じ合わない」等の夫婦関係の問題，父親

の家事，育児への消極性，父子関係の問題も子どもの

年齢が上がると共に，父親がその役割を果たし得ない

傾向にあることに注目したい。領域VII母親の心の状態

や領域皿父親の心の状態も多くは3－6歳児群に高率

であり，領域1やVとの関連が示唆される。特に，母

親の心の状態は次に考察するように育児困難感との関
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連が深く，その項目内容と比率の示すところをよく見

ておきたい。

　0－3歳未満群の方が比率の高い，r子どもといつも

いないと落ち着かない」は，この時期の母子関係を反

映していよう。

　有意差はないが全体的に意味深いものとしては領域

IVの家庭機能に関するもので，これらの項目とその比

率をみることにより，・母親が家庭，家族をどのように

感じ，体験しているのかがうかがえる。．「家族から離れ

て一人になりたい』と思うこともあろうが，「何となく

しっくりいかない」r家族としてのまとまりを感じない」

等家庭機能の問題は育児に，そして育児困難感の形成

にも影響があろう。

2　育児困難感因子について

　領域1育児に関する項目の因子分析の結果、抽出さ

れた育児困難感タイプ1およびHの両因子は両年齢群

にほぼ共通した項目群から構成されている。従って，

育児困難感は乳幼児期を通してその本質は同一のもの

と考えられる。そして，われわれ中従来の研究から育

児不安の中核は育児困難感であるという知見を得てお

り，本研究において，育児困難感がさらにタイプ1と

Hに分かれ抽出されたことは，よりその本質が明確に
なっ’たと考える。

　0－3歳群のみ第3因子にく気遣い感＞因子が抽出

されたが，その構成する項目群から，このことはこの

時期の年齢の母子関係自体の特性と母親の気遣い過剰

な心性を示したものと考えられる。また，この年齢群

には第1子が多いことが予想され，初めて子どもを育

てる過程で経験不足からの気遣いが発生したとも考え

られる。

　育児困難感タイプ1の心性は子どもへのネガティブ

な感情，心的態度からなるものと考えられ，ここから，

母親としての不適格感がもたらされると考えられる。

　また，構成項目を別の角度から吟味すると，自らの

問題として捉えるのではなく，子どもへのネガティブ

な感情，態度をもつところから，能動外罰的な心性が

このタィプを構成しているとも考えられる。なお，能

動的とはタイプHに比較してのことである。

　育児困難感タイプHの心性はその構成項自から考え

ると，いわば，育児への自信のなさを中核としたもの

であり，うまく育てていな》・，あるいは育児苓の様た

な心配と，受け身かつ自らの問題と捉える受動内罰的

な心性をもっものと考えられる。・

　この二つのタイプを成り立たせる諸要因については

次に考察したい。

3　育児困難感に影響を与える諸要因について

　図3，4に重回帰分析による育児困難感タイプ1，

及び，．nそれぞれに影響を与える諸要因の関係を考察

し，仮説構成シェマとして示した。

　育児困難感タイプ1は両年齢群の基本的なシェマ構

成は同じであると考えられる。差違として〇一3歳群

では子どもの不安・恐怖，言語の発達，母親の焦燥感，

妊娠・分娩・新生児期の異常が構成要因に加わり，3

－6歳群では妊娠・出産後の母親の精神症状，母親の

心の不健康感が要因となっている。0－3歳群の不安

・恐怖は母子関係の安全性の機能が不十分であること，

母子関係が不安定であることにからもたらされたもの

であろう。母親の焦燥感もこれと無関係ではない。

3－6歳群では母親の心の不健康感が関与しているこ

とに注目される。妊娠出産後の不安，抑うつ感がこの

時期になっても関与しており，いわば母親の心の状態

がこの時期の育児困難感に大きな影響を与えているも

のと考える。

そして，重要な知見として育児困難感タイプ1は，基

本的に乳幼児期を通して，「子どもとしっくりいかな

い」，「子どもを許せないことが多い」「とめどなく叱

ってしまうこどが多いjPにみる子どもへのネガテイブな感

情，「「家族から離れて一人になりたい」「家庭の中が

何となくしっくりいかないj　r家庭の中にもめ事が起こ

る」，「家庭に自分の居場所がない」「家族としてのま

とまりを感じない」といった家庭機能の問題が大きく

関与していると考える。

　育児困難感タイプHも基本的なシェマ構成は類似し

ている。ただし，両年齢群を分けているものの第1は，

子どもの問題との関連にある。即ち，3－6歳群にみ

られる，子どもの扱いにくさ，子どもの不安・恐怖，

言語の発達等であり，この時期になると，育児困難感

タイプHに子どもの間題がより登場するといえよう。

0－3歳群には子どもへの気遣い感，母親の抑うつ，

不安，焦燥感が，3－6歳群には母親の自己否定感が

関与しており，因子分析の結果の考察に述べたが，こ

れらの精神状態が育児困難感タイプnの自信のなさ，

受動内罰的心性の形成に関与しているものと考える。

　ところで，・子ども自身の間題が育児困難感と関係を

二持つのは3－6歳群のタイプHに顕著に見られること

に注目される。全体的にみるとこのことは，子ども自

身とは関わりなく育児困難感をもっことの可能性が大

きいことを示していると考えられよう。そこで，子ど
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もの現実の問題と関係が薄いとすれば，母親の子ども

認知の問題を考えなくてはならない。いわば子ども認

知の歪みが育児困難感を生み出す可能性が考えられる。

　主要な知見として育児困難感の両タイプに共通する

もっとも重要で基本的な要因は家庭機能と，母親の心

の不健康感であることを指摘したい。。そして，家庭機

能と母親の心の健康は相互関係にあるものと考えられ，

ここに育児困難感の振り出しがあることが十分考えら

れ，従って，相談，援助もここに重点を置くことにな

ろう。

　ところで，シェマにみられるように育児困難感タイ

プ1とEはそれぞれ相互に要因の一つとして構成因に

含まれている。このことは二つの心性にはつながりが

あるものと考えてよい。すなわち，育児困難感をもつ

母親の心性にはこの二つのタイプは基本的に存在して

いて，どちらがより優位にあらわれるかは，以上述べ

た要因相互の関係のあり方によるのではないかと考え

られる。無論，母親の生活史やパーソナリティも考慮

に入れる必要はあろうが。

①0－3歳未満群
どもへのネガティブな感情　　どもの不安・恐怖　　匿璽

児困難感タイプ1 育児困難感タイプH

壬娠，分娩，新生児期の異常

②3－6歳群
どもへのネガティブな感情　　匿蚕薩 ifficult　type

児　感タイプ1 育児困難感タイプH

／
壬娠，出産後の精神状態 母親の心の不健康感

図3　重回帰分析による育児困難感タイプ1の要因シェマ

①0－3歳未満群
どもへの気遣い感

’児困難感タイプH 育児困難感タイプ1

母親の抑うつ・不安感　　母親の心の不健康感　　麺

②3－6歳群
どもの扱いにくさ どもの不安・恐怖

し　感タイプH 育児困難感タイプ1

母親の心の不健康感 母親の自己否定歴

図4　重回帰分析による育児困難感タイプ皿の要因シェマ
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4　育児困難感のアセスメントに向けて

　ヒストグラムの結果から，おおよそ，育児困難感タ

イプ1またはタイプnで90パーセンタイル以上のス

コアを得た母親が当面の保健指導ないし心理相談の対

象となるものと推測できる。さらに，両タイプともに

90パーセンタイルを超える場合にはより専門性の高

い心理相談の対象としてあげられよう。その場合の保

健指導ないし，心理相談を行うに訪たっては，上に述

べたような育児困難感に影響を与えている諸要因を十

分に考慮に入れる必要がある。そのために，他の領域

のスコアも参照しながら，相談を進めていくことが重

要であろうし，とりわけ，家庭機能と母親の心の健康

の相互性を視野に入れた相談が育児困難感の低減ない

し解消に有用であろう。

　最後に，育児困難感の最終的なアセスメントとして

活用するためには下記の諸点をクリアーする必要があ
る。

　すなわち，L考察のはじめに述ぺたような，標本や

調査地域，項目の年齢別構成などの検討，2．スケール

の妥当性と信頼性の評価，とくに臨床的に有効である

こと，3．評定尺度として，各領域の標準得点化による

プロフィール分析を可能にすること，等である。

　本研究を進めるにあたり，’ご協力いただいた各施設

の先生方，お母さんたちに深ぐ謝意を表したい。
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1の　　　宣　2 ム

3 3か’6
度数 列曳度数 列鷲 度 列％

領’

域
1

こ　員『い　　　いいλ

　　　　　　　はい

497

197

フ1，6飴

28．4瓢

829

422

66．3瓢

33．7瓢

1326

619

68．2瓢

31．8鮨

こ心　　　　　　　　、、兀

　　　　　　　はい

343

351

、49．4覧

50．6％

632

6231

50．4×

49．6篤

975

974

50．0覧

50．0留

　　　　しいら　　いいえ
いらする　　　　はい

592

100

85．5％

14．5鷲

946

306

75．6覧

24．4％

1538
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79．偶

20．9瓢

子　　っ　　　ててい　　1い

　　　　　　　　　いいえ

365

314

53．8瓢

46．2瓢

518・

725

41．7％

58，3覧

883

1039

45．9瓢

54．1覧

子育て負担に感じる　　いいえ

　　　　　　　　　はい

616

79

88．6覧

”．4覧

1108

146

88．4×

11。6覧

1724

225

88．5覧

11。5覧P

母親として不適格と　　　いいえ

感じる　　　　　　はい
533

154

η．6鷲

22．4瓢

867

378

69．6鴇

30．4覧

1400’

532

72．5覧

27．5瓢

　　　　写　　　　　、、λ
待しているのでは　　はい

545

149

78，5覧

21。5覧

794

458

63．4覧

36．6覧

1339

607

63，8覧

3112覧

　　3子　　　　　いいλ
気になる　　　　はい

499

191

72．3覧

27．7覧

934

314

74。8瓢

25．2％

1433

505

73．9％

26．1麗

他児と比べ落ち込　　　いいえ
んだり自信なくす　　　　はい

596

981

85．9麗

14．1覧

988

266

78，8×

21．2瓢

1584

364

81，3瓢

18．7X

いっも子どもといな　　　いいえ

いと落ち着かない　　　はい
589

104

85．0覧

15．0覧

1158

　95

92．4％

7．6瓢

1747
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89．8覧

10．2瓢

子どもと離れ一人　　　いいえ
になりたいことある　　　はい

229
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33．1瓢

66．9％

410

840

32．8髄

67．2瓢

639

1302

32。9瓢

67．1瓢

子どもの発達が気’　　いいえ
にかかる　　　　　　　　　はい

346

346

50．0瓢

50。0覧

フ48

503

59．8瓢

40．2鷺

1094

849

56．3瓢

43．7瓢

　　諺　二兎こ、　　い、λ
かるきょうだいいる　　　はい

596

98

85．9％

14隅

1006

249

80．2瓢

19．8瓢

1602

347

82．2髭

17．8覧’
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1の 宣　　2 ム

3 3か’6
度数 列瓢度 列瓢 度数 列覧

領
域
．
∬

　　　，　　，　　　　　いいλ
かず，不安あり　　　　　　　はい

535

157

77．3髭

22フ髪

1062

190

84．8X

I5．2X

1597

347

82．2瓢

口．8瓢

産後，一時的に涙もろ　　　いいえ

く，淋しく　　　　　はい
375

318

54．1覧

45．9男

748

504

59．7瓢

40．3篤

1123

822

5フ．7瓢

42．3％

　　兄　3　　’っ　　　いいλ，
うになった時期　　　　　　　はい

596

97

86．0％

14，0篤

”04

147

　　』88．2覧

11．8瓢

1700

244

87．4覧

12．6監

領
域
m

　　　　　　　　　　　　、、λ
少ない　　　　　　　　　　　はい

453

222

67．1％

32。9覧

738

457

61．8覧

38．2艶

ll91

679

63，7覧

36．3覧

　　気．　　　　ロ　　　　、、え
ないことある　　　　はい

479

196

71．0曳

29．0覧

724

467

60．8覧

39．2瓢

1203

663

64．5覧

35．5覧

夫の帰　　　いつ　　　い　　　い、λ

　　　　　　　　　　　　はい．

369

306

54，フ艶

45．3X

695

498

58．3瓢

41．7瓢

1064

804

57．OX

43．0％

夫は精神的に私を支　　　　はいヤ

えてくれる　　　　　　　　　　いいえ
567

106

84．2瓢

15。8瓢

896

292

75．4髭

24．6％

1463

398

フ8．6×

21．4X

夫は　　　　　　　こ｝　　　　いいλ

極的であ．る　　　　　　　　　　はい
530

145

フ8。5×

21．5％

856

336

71．8％

28，2瓢

1386

481

　．2篤

25，8瓢

　　　　　　一
様子を聞いてくれる　　　　いいえ 2

1
5

1 22．3覧 4j3 34。6瓢 564 30．2％

育児のことで相談にの　　　はい
ってくれる　　　　　　　　　　いいえ

514

161

76．1艶

23。9髭

816

375

68，5×

31．5瓢

13536

28．7覧

夫は一方的にいろいろ　　　いいえ
決めてしまう　　　　　　　　はい

602
フ3

89．2覧

10、8覧、

1025

169

85．8X

I4．2瓢

1627

242

8．

12．9覧

夫は私や子どもによく　　　はい
してくれる　　　　　　　　　　いいえ

567

108

84。0瓢

16．0％

937

248

79．lx

20．9覧

1504

356

80．9晃

19．協

夫は仕事や趣味だけ　　　いいえ
に打ち込んでいる　　　　　はい

591

85

87．4％・

12．6覧

994

198

83．4覧

16，6覧

・1585・

　283

84．9×－

1・5．隅

この人と結婚したこと　　　はい
を幸せに思う　　　　　　　いいえ

585

77

88，4覧

11．6篤

964

203

82，6覧

17．4髭

1549

280

84．7瓢

15。3瓢，

夫は子ど　に　まり　　　　いいえ

心がない　　　　　　　　はい
644

・32

95．3覧

4．7瓢

1094

　98

91．8巽

8，2瓢

1738

1．30

93．0艶

7．0瓢

夫は子どもとよぐ遊び　　　はい
面倒見がよい　　　　　　　　いいえ

542

130

80．7髭

19．3覧

861

329

72．4×

27．6鶉

1403

459’

75、3瓢

24．7～

夫は子どもの扱いが　　　　いいえ

わからない　　　　　　　　はい
5フ2

103

84．7×

15．3当

10U
l79

85．OX

l5．0篤・

1583

282

84．9覧

15．1罵

父親としての自覚力足　　’いいえ

りない　　　　　　はい
563

112

83．4艶

16．6X

989

203

83．0鶉

1フ，0瓢

1552

315

83．1瓢

16．9覧

子ど　｛父　　に客つい　　　いいλ，

てない　　　　　．はい
638

35

94．8覧

5．2X

1136

　55

95、4×

4．6X

1774

　go

95．2巽

一4，8覧

　は父より母　　　　　　　　いいえ

果たしている　　　　　　　はい
596

77

88．6％

”．4覧

1101

　85

92．8％

7．2瓢

1697

162

91．3X

β．7瓢

領
域
w

家族から離れ一人に　　　　いいえ
なりたいと思うことある　　　はい

529

、160

76．8瓢

23，2艶

910

334

73．25

26．8監

1439

494

74．4覧

25。6X

家庭内力何とrくしっ　・　　いいえ
りいかない　　　　　　　　　　はい

628

59

91．4篤

8．6瓢

1125

口8

90．5％

9．5瓢

1753

177

90，8×

9．2覧

何かと家　・内に　　　　　　　いいえ

事が起こる　　　　　　　　　　はい
621

66

90．4×

9．6X

llO6

136

89．OX

ll．0郭

172

202

8．

10．5瓢

家庭に自分の居場所　　　　いいえ
がない　　　　　　　　　　　はい

665

19

97．2×

2．8覧

1201

　39

96，9瓢

3。嬬

1866

　58

97．0瓢

3．0髭

家族としてまとまりを　　’はい

蜂じる　　　　　　いい
565
112

83．5％

16％

998

239

8α7％

193％

1563

3
81．7％

183瓢
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1の　　（盲　2 ム

場

3 3から6
度数 列瓢度 列瓢 度数 列聾

領
域
V

いつ　兀兄で　　い　　い
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　いいえ

661

19

97。2瓢

2．8垢

1193

　　63

95．O毘

5．0覧

1854

　　82

95、8髭

4．2鴇

’ひ配蒙行　　　　　いいλ
を持つ　　　　　　はい

一558

121

82．2覧

17．8覧

883

370

70．5鶉

29．5覧

1441

491

74．6％

25．4瓢

　て　　　　　　　　いいλ，

になる　　　　　はい
451

228

66．4覧

33，6髭

891

361

71，2篤

28。8艦

1342

589

69．5％

30．5％

　　　　　　　　つ　い　　いいλ

かないことある　　はい
613，
67

90．1覧

9．9艶

1050

203

83．8瓢

16，2篤

1663

2フ0

86．0鮎

14，0覧

　　　　　の　　こ　　　いいλ，

許せないこと多い　はい
640

41

94．0覧

6，0暢

1089

163

87．0瓢

13，0瓢一

1729

204

89．4覧

10．6％

　　　　　ま　　こ　　　いいλ

が多い　　　　　はい
585

95

86．0瓢

14．0髭

8フ4

380

69．フ覧

30．3％

1459

475

75，4、

24．6X

、　、　　　　　　　　　　　　　　　、

理解している　　　　　いいえ
539

138

79．6％

20．4鷲

1038

214

82、9鶉．

17．1％

15刀

352

81．8％

18．2髭

　　の　　　り、　　いいλ
っていると思う　　はい

544

134

80，2覧

19．8瓢

815

439

65．O弘

35．0％

1359

573

70．3～

29．7艶

私に気　　　ってい　　　いいλ

ると思う　　　　はい
581

96

85．8髭

14。2覧

898

355

71．フ瓢

28．3％

1479

451

76，6覧

23．4％

活発で　る　　　　はい
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　いいえ

635

42

93．8覧

6，2鷲

”22

132

89し5覧

10．5瓢

1757

174

91．0覧

9，0暫

てい　　　　　、
　　　　　　　　　　いいえ

663

14

97．9覧

2．1瓢

1201

　　52

95，8瓢

4．2瓢

1864

　　66

96，6髭

3．4％

、ひ　っ　い　　　　　　、、え
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　はい

461

216

，68．1％

31．9％

811

439

64．9瓢

35．1覧

1272

655

66．0％

34F．0瓢

気分力変わりや　　い　いいえ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　はい

460

212

68．5覧

31，5覧

82フ

427

65．9×

34．1％

1287

639

66．8垢

33，2瓢

いうことを　　カ、まい　　　　いいえ1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　はい

422

243

63，5瓢

36，5X

769

478

61，7鷲

38．3％

1191

721

62。3×

37．7髄

亀　　こ　　瓢、いいλ
　　　　　　　　　　　　　　　　　はい

618

38

94．2瓢

5．8X

U49
105

91．6曳

8．4巽

1767

143

92．5篤

7．5％

　　　　　、b　　b　　　いいλ

ない　　　　　　　はい
562

103

84．5％

15．5覧

賃30

122

90．3瓢

9．7髭

1692

225

88．3暢

11．7瓢

い　　　　、、λ

　　　　　　　はい

566

103

84．6瓢

15．4瓢

1080

1フ5

86．路

13．9瓢

1646

278

85．6稀

14．4％

て　　　　　　　　いいλ
　　　　　　　　　　　　　　　　　はい

5刀94 86．0瓢

14．OX

1027

225

82．0％

18，0覧

1604

319

83．4篤

16．6覧

かんしゃ　　よ　　こ　　いいえ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　はい

499

172

74．4覧

256％

990

261

79．1覧

209％

1489

433

77、5艶

225罵
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1の　　（冒　2 △

3 3か’6
度数 列瓢度数 列鷲 度数 列・瓢

領
域
岡

日や．§・・　、み　いいλ

　　　　　　　　はい

463

201

69。7髭

303X

922

334

73．4瓢

26．6覧

1385

535

72．1髭

27．9髭

偏食・小食　　　　　　　いいえ

　　　　　　　　はい

512

146

77，8髭

222鮨

926

325

74．0覧

26．0瓢

1438

471

75，3瓢

24．7瓢

おねしょ　　　　　　　いいえ

　　　　　　　　はい

573

70

89．鰯

10．9篤

1035

215

82．8覧

17．2覧

1608

285

84．9％

15，稿

夜泣き　　　　　　　　　いいえ

　　　　　　　　はい

561

98

85．1％

149瓢

1216

　38

97．0慌

3．0艶．

1777

136

92．9瓢

7．1、

乱暴　　　　　　いいえ

　　　　　　　　はい

588

64

90．2瓢

9．8瓢

“32

121

90．3鷲

9．7篤

1720

185

90。3髭

9．7％1

おしっこ・うんちの　　　いいえ

始末ができない　　はい
405

220

64，8×

35．2篤

1168

　84

93．3瓢

6．7瓢

1573

304

83．8鮨

16．2晃

おぴえる’　　　　　　いいえ

　　　　　　　　はい

624

23

96．4覧

3．6篤

1199

　53

95．8梶

4．2瓢

1823

　？6

96．0晃

4．OX

ひどく落ち着きがないいいえ

　　　　　　　　はい

609

37

94．3鶉

57腸

1141

114

90．9艶

9．1鮨

1750

151

92．1瓢

7gx
ことばの発達が　　　　いいえ

遅れている　　　はい
583

44

93．0蝿

70髭

1198

　55

95．6垢

4．4篤

口81

　99

94．7瓢

5．3覧

発音がはっきりしないいいえ

　　　　　　　　はい

543

73

88．1覧

”。9瓢

”42

111

91．1瓢

8．9X

1685

184

90・2瓢

9．8覧

登園をいやカる　　　　いいえ

　　　　　　　　はい

583
11

98．1％

1．9覧

1189

　66

94．7覧

5．3晃

1刀2、

　77

95．8髭

4．2％

外では話をしない　　　いいえ

　　　　　　　　はい

576

27

95。5瓢

4。5艶

1197

　56

95，5箔

4．5％

1刀3

　83

95．5監

4．5瓢

『　　　　　　いいλ

　　　　　はい

56⇒

56

91．0瓢

9．0瓢

1140

106

91．5瓢

8．5覧

1705

162

91。3覧

8．7瓢

一　の　　　　　　いいえ

　　　　　　　　はい

620

　4

99．4覧

　、6瓢

1239

　16

98．7％

1．3瓢

1859

　20

98．9～

1，1艶

発らの　　　　『　　　いいλ

遅れがある　　　はい
605

19

97，0鷲

3．0鶉

1231

　24

98．1梶

1．9瓢

1836

　4a

97．7x

23瓢

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊
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1の 宣　2 A

3 3か亀6
度数 列瓢度数 列瓢 度数 列瓢

領
域
四

『い　　　　　　いいλ、

　　　　　　　はい

625

66

90．4瓢

9．6瓢

1166

　85

93．2％

68鷲

1791

151

92，2篤

78覧

　分の母　　に何で　　　　はい．

も話せる　　　　　　　　　いいえ
501

184

73．1郭

26．9麗

847

393

68．3髄

317腸

1348

577

フ0。0、

30．0覧

’　　　　　している　　　　　はい

　　　　　　　　　　いいえ

520

165

75．9艶

24．1斑

857

385

69．0覧

31，0覧

1377

550

フ1．5晃

28，5覧

日　　　　てい　　　　い

　　　　　　　　　　幅　　　　　　　　いい兀

528

159

76．9～

23，1晃

863

381

69。4艶

30．6％

1391

540

72．0瓢

28．0鶉

写い　　　　　　　、いλ

　　　　　　はい

659

33

95．2％

4．8覧

1226

　25

98．0％

2．0覧

1885

　58

97，0覧

3．0瓢

しい　　　　　　　　　　　　　　いいλ

　　　　　　　　はい

645

47

93．2鶉

6。8瓢

1157

　94

92．5瓢

7．5覧

1802

141

92。7覧

7．3瓢

沈みカち　　　　　　　　いいえ

　　　　　　　　　はい

637

56

91．9％

8．1脇

1133

11了

90．6垢

9．4％

17フ0・

口3

91．1郭

8．9～

いらいらすること力多い　いいえ

　　　　　　　　　はい

423

269

61，1覧

38．9覧

651

600

52．OX

48．0％

10フ4

869

55．3艶

44．7覧

悲観的になりやすい　　　いいえ

　　　　　　　　　はい

560

130

8f．2図

188瓢

1000

251

79．9覧

201鶉

1560

381

80．4瓢

19．6瓢

気持ちが充実している　　はい

　　　　　　　　　　　脚　　　　　　　　　いいλ

464

221

67．7％

32．3慌

705

536

56．8％

43．2覧

il69

757

60．7～

39、3覧

心身共に不調　　　　　　いいえ

　　　　　　　　　はい

616

73

89．4％

10．6％

1103

146

88。3％・

11．7％

1719

219

88．7艶

113覧
おこりっ1　い　　　　　　　いいえ

　　　　　　　　　はい

403

289

58．2％

41．8％

580

667

46。5瓢

53．5覧

983

956

50．7髄

493瓢
て　　せ『　　で　　1い
過ごしている　　　　　　　いいえ

464

222』

67，6艶

32．4瓢

677

563

54．6瓢

45，4艶

1141

785

59．2％

40，8瓢

　しい気．ち’に’そ　　　いいえ

われることがある　　　　はい
590

102

85，3艶

14．7腸

1044

205

83．6瓢

16．4鶉

1634

307

84．2覧

15．8覧

気が滅入ることがよ　　　いいえ

くある　　　　　　　はい
519

168

75．5瓢一

24．5舗

902

344

72．4覧

27。6瓢

1421

512

73．5髭

26．5瓢

楽天的でーよ　よ　　　　1い
えない方である　　　　　いいえ

406

282

59．OX

41．0篤

702

549

56．拐

43，9覧

”08
831

57．鰯

42．9覧

何二事に　　　　に　　じ』　　いいえ

すぎる　　　　　　　はい
448

242

64．9覧

35。1鷲

785

461

63；0％

37．0％

1233

703

63，7覧

36．3、

とて　心配　　で気に　　　いいえ
病むことが多』い　　　　　はい

474

215

68．8覧

31．2瓢

830

416．

66．6覧

33．4X

1304

631

67．4瓢

32．6瓢

一　　でo　、　てい　　　　いい7L

方が好き　　　はい
457

230

66。5箔

33，5覧

795

454

63．7瓢

36．3覧

1252

684

64，7鮨

35．3覧

　・　口い　　　『　　　　、
方である　　　　　　　　いいえ

416

266

61．0瓢

3910瓢

701

543

56。4覧

43．6％

’U”
　809

58．0艶

42．0瓢

「不　　や恐　　心に　　　　　いいえ

われることがよくある　　　はい
610

77

88．8瓢

11，2瓢

1133

”2

91．0覧

9．0瓢

1743

189

90．2覧

9．8X

　　　、まいこ　　　　いいλ，
よくある　　　　　　　　　　はい

620

34

94．8篤

5、2瓢

1146

　61

94．9鶉

51％

1766

　95

94．9瓢

51覧

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊
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1の 宕　2 △

3 3か’6

度 列鮨度数 列瓢 度数 列瓢

領
域
皿

『い　　　　　いいλ

　　　　　　　はい

625

35

94．7～

5．3鷲

1110

　79

93．4傷

6．6％

口35

114

93．8鷲

6．2％

居　　　瓢、　　いいえ
　　　　　　　　　はい

631

27

95．9瓢

4、1瓢

．1140

　46

96．1瓢

3．9X

1771

　73

96．0覧

4．0瓢

生き生きしている　　はい

　　　　　　　　　いいえ

512

143

78．2箔

21．8瓢

867

313

73．5鮪

26．5瓢

1379

456

7511晃

24，9覧

毎日が充実しているはい

　　　　　　　　　いいえ

530

126

80．8麗

19．2覧

905

274

76．8髭

23，2郭

1435

400

78．2覧

21。8瓢

食欲がない　　　いいえ

　　　　　　　　　はい

624

34

94．8覧

5．2髄

1138

　48

96。0篤

4，0瓢

1762

　82

95．6桃

4．4覧

しい　　　　　　いいえ

　　　　　　　　はい

626

32

95．1瓢

4．9覧

U40
　45

96，2舗

3．8瓢

1766

　刀

95．8篤

4．2％

｝み　　　　　　　　　いいス』

　　　　　　　　　はい

632

26

96．0覧．

4．0覧

1126

　58

95．1瓢

4．9％

1758

　84

95．4瓢

4，6鶉

いらいらしカ　　　いいえ

　　　　　　　　　はい

528

130

80，2髭

19．8鷲

898

287

フ5．8％

24．2鮨

1426

417

7714艶

22．6覧

・こ『　　　いいいλ，

　　　　　　　はい

616

41

93，8瓢

6．2X

1086

　94

92．0～

8．0瓢

1702

135

92，7鶉

7．3瓢

気，　　　　　　　　　い

ている　　　　いいえ
4ハ

177

72．7％

27，3瓢

790

381

6フ．5鮨

32．5瓢

1261

558

69．3瓢

30．7X

心　　に不調　　　いいλ

　　　　　　　　　はい

604

53

91．gx

8．1監

1080

102

91．4覧

8．6舗

1684

155

91．6芳

8．4監

怒り引い　　　　いいえ
　　　　　　　　　はい

514

144

78，横

219覧

851

334

71．8鮨

282％

1365

478

フ4．傷

25．9X

領1

域
I
X

妊娠中の異常　　なし
　　　　　　　　　あり

547

142

79，411

20．6瓢

！060
184

85．2％

’14．8巽

1601

326

83．1艶

16．9瓢

分娩中の異　　　rし
　　　　　　　　　あり

596

80

88．2瓢

11．8％

1082

133

89．1瓢

10．9瓢

1678

213

88．7覧

”．3、

の　　　　『

　　　　　あり

604

79

88．4覧

”．6％

”63

　73

94．1髭

5．9瓢

1767

152

9211慌

7．9瓢

　　1ケ　髭　　　　『
の異常　　　　　あり

640

24

96．4覧

3。6垢

1184

　41

96。7盤

3．3瓢

1824

　65

96，6巽

3．4晃

領
域
X

乳児　　まり眠．　いいえ
らな砺だった　はい

514

159

76。4瓢

23．6瓢

973

2η

刀．8覧

22．2瓢

1487

436

77．3覧

22．7覧

嚇　、客、つ二1い
　　　　　　　いいえ

242

430

36．0％

64．O覧

416

833

33．3瓢

66．？覧

658

1263

34，3覧

65．7覧

　1覧　『こ　こ　　いいλ
くかった　　　　はい

530

142

78．9％

21．1髄

982

265

78、7艶

21．3覧

1512

407

78。8瓢

21、2覧

　　・ミル　の　　　いいλ
みが悪。かった　　はい

587

86

87．2瓢

12．8瓢

1090

161

8フ．1瓢・

12、9瓢

1677

247

87．2麗

12．8髄

て　　　、、　　　、、λ
り大変だった　　はい

531

141

79．0芳

21．0覧

969

280

77．6覧

22．4瓢

1500

421

78．1覧

21．9瓢

　　しく手　・　　1・い

からなかった　　いいえ
357’
310

53．5覧

465覧

641

604

51．5瓢

485篤

998

914

5212覧

478覧

＊

＊

＊

＊

＊

＊
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付表2　各領域についての因子分析表（Rは逆転項目）

領域皿，父親に関する項目

①0－3歳未満群
　第1因子ネガティブな夫婦関係（固有値5。478 寄与率32．23％）

項 目 負荷量

1Lこの人と結婚したことを幸せに思うR

4．夫は精神的に私を支えてくれていると思うR

9．夫は私や子どものためにとてもよくしてくれるR

2．夫と気持ちが通じ合っていないと思うことがあるR

7．育児のことでよく相談にのってくれるR

15．父親としての自覚が足りないと思う

6．夫は子どもの一日のようすをよく闘いてくれる衰

0．644

0．588

0．580

0．564

0．509

0，457

0．412

第2因子非家庭的（固有値L386寄与率8．16％）

項 目 負荷量

13．夫は子どもとよく遊び，面倒見がよいR

5．夫は家事や育児に消極的である

9．夫は私や子どものためにとてもよくしてくれる

10．夫は仕事や趣味だけに打ち込んでいると思う

0．622

0．533

0．471

0．465

第3因子　ネガティブな父子関係（固有値1．208　寄与率7．11％）

項 目 負荷量

14．夫は子どもをどのように扱ったら良いかわからない

16．子どもは父親になついていない

12。夫は子どもにあまり関心がない

15．父親としての自覚が足りないと思う

0．679

0．529

0．427

0．408

②3－6歳群
　第1因子　ネガティブな夫婦関係（固有値5．666 寄与率33．33％）

項 目 負荷量

1Lこの人と結婚したことを幸せに思うR

4．夫は精神的に私を支えてくれていると思うR

9．夫は私や子どものためにとてもよくしてくれるR

71育児のことでよく相談にのってくれるR

2。夫と気持ちが通じ合っていないと思うことがある

6．夫は子どもの一目のようすをよく聞いてくれるR

l5．父親としての自覚が足りないと思う’

0．748

0．702

0．620

0．561

0．478

0．433

0．406

第2因子ネガティブな父子関係（固有値1．333寄与率7．84％）

項1　目 負荷量

12．夫は子．どもにあまり関心がない

14．夫は子どもをどのよう・に扱ったら良いかわからない’

15．父親としての自覚が足りないと思う

13．夫は子どもとよく遊び，面倒見がよいR

IO．夫は仕事や趣味だけに打ち込んでいると思う

16．子どもは父親になついていない

0．701

0．572

0．542

0．439

0．420

0．414
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領域IV．家族に関する項目

①0－3歳未満群

　第1因子ネガティブな家族機能（固有値2．483 寄与率49．64％）

項 目 負荷量

2．家庭の中が何となくしっくりいかない　　　　　　　0．825

3．何かと，家庭内にもめごとが起きる　　　　　　　　0．657

5．家族としてのまとまりを感じるR　　　　　　　　　O．638

4．家庭に自分の居場所がないと思う　　　　　　　　　0，485

1．家族から離れて一人になりたいと思うことよくがある0．421

②3－6歳群
　第1因子　ネガティブな家族機能（固有値2．382 寄与率47．64％）

項 目 負荷量

2．家庭の中が何となくしっくりいかない　　　　　　　0．821

5，家族としてのまとまりを感じるR　　　　　　　　　O．678

3．何かと，家庭内にもめごとが起きる　　　　　　　　0．622

4．家庭に自分の居場所がないと思う　　　　　　　　　0．426

1．家族から離れて一人になりたいと思うことよくがある0．363

領域V．子どもの状態に関する項目

①O－3歳未満群

　第1因子扱いにくさ（固有値3．180 寄与率16．74％）

項 目 負荷量

12．怒りっぽい

19．かんしゃくをよく起こす

13．気分が変わりやすい

14．いうことをきかない

0．770

0．626

0．500

0．406

第2因子．不活発（固有値L907寄与率10．04％）

項 目 負荷量

1L生き生きしているR

10．活発であるR

1．いつも元気で明るいR

0、793

0．615

0．552

第3因子子どもへのネガティヴな感情（固有値L549寄与率8．15％）

項 目 負荷量

5．子どものしていることを許せないことが多い

6．とめどなく叱ρてしまうことが多い

4。子どもとしっくりいかないことがある

0．605

0．544

0．428

第4因子子どもの不安・恐怖（固有値1．453寄与率7．65％）

項 目 負荷量

17．人見知りが強い

18．とても怖がる

16．母親から離れられない

0．616

0．437

0．370
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②3－6歳未満群

　第1因子子どもへのネガティヴな感情（固有値3．380 寄与率17．79％）

項 目 負荷量

5．子どものしていることを許せないことが多い

6．とめどなく叱ってしまうことが多い

14．いうことをきかない

4．子どもとしっくりいかないことがある

0．669

0。568

0．388

0．366

第2因子　扱いにくさ（固有値2．019　寄与率10．63％）

項 目 負荷量

12．怒りっぽい

19．かんしゃくをよく起こす

13．気分が変わりやすい

0．666

0．608

0．5051

第3因子不活発（固有値L519寄与率7．99）

項 目 負荷量

10．活発であるR

lL生き生きしているR

1．いっも元気で明るいR

0．736

0．602

0，521

第4因子　子どもの不安・恐怖（固有値L339　寄与率7．15％）

項 目 負荷量

17．人見知りが強い

18．とても怖がる

15．友達の中に入れない

16．母親から離れられない

0．516

0．437

0．432

0．375

領域VI。字どもの行動，発達に関する項目

①0－3歳未満群
　第1因子　言語発達（固有値2．344　寄与率15．63％）

項 目 負荷量

9．ことばの発達が遅れている

10．発音がはっきりしない

0．782

0．533

②3－6歳群
　第1因子　発達の問題（固有値2．790 寄与率18．60％）

項 目 負荷量

15．発達の全般的な遅れがある

14．心身の障害がある

9．ことばの発達が遅れている

0．813

0．679

0．463

第2因子　言語発達（固有値L449　寄与率9。66％）

項 目 負荷量

10．発音がはっきりしない

9．ことばの発達が遅れている

0．717

0．566
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領域、肛．母親の心の状態に関する項目

①O炉3歳未満群

　第1因子　母親の心の不健康感（固有値6．555　寄与率29．80％）

項 目 負荷量

10．気持ちが充実しているR

4．毎日が充実しているR

3．生き生きしているR

13．とても幸せな気分で過ごしているR『

0．752

0．746

0．699

0．590

第2因子　母親の抑うつ不安感（固有値1。813　寄与率8．24％）

項 目 負荷量

14．何ともいえず淋しい気持ちにおそわれることがよくある0．724

2L不安や恐怖感におそわれることがよくある　　　　　0．550

7．沈みがち　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0．537

6．淋しい　　　　　　　　　　　　　　　　　0．517
9．悲観的になりやすい　　　　　　　　　　　　　　　　0．481

15．気が滅入ることがよくある　　　　　　　　　　　0．450

第3因子　自己否定感（固有値1．476寄与率6．71％）

項 目 負荷量

17．何事にも敏感に感じすぎてしまう方である

18．とても心配性であれこれ気に病むことが多い

16．楽天的であまりくよくよ考えない方であるR

O。720

0．687

0．631

第4因子　焦燥感（固有値L434　寄与率6．52％）

項 目 負荷量

8．イライラすることが多い

12．おこりっぽい

0．812

0．613

第5因子　母親の心身不調感（固有値L　O58　寄与率4．81％）

項 目 負荷量

1。眠れない

5．食欲がない

U．心身ともに不調

0．563

0．473

0．410

②3－6歳未満群
　第1因子母親の心の不健康感（固有値6．026寄与率27．39％）

項 目 負荷量

4．毎目が充実しているR

lO．気持ちが充実しているR

3．生き生きレているR

13．とても幸せな気分で過ごしているR

0．746

0．752

0．699

0．590

第2因子　母親の抑うつ感（固有値L998　寄与率0．08％）

項 目 負荷量

6．淋しい　　　　　　　　　　　　　　　　　0．517
7，沈みがち　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0．537

14．何ともいえず淋しい気持ちにおそわれることがよくある0．724

15．気が滅入ることがよくある　　　　　　　　　　　　0．450

11．心身ともに不調　　　　　　　　　　　　　　　　　0．410
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自己否定感（固有値1．585寄与率7．20％）

項 目 負荷量

18．とても心配性であれこれ気に病むことが多い

17．何事にも敏感に感じすぎてしまう方である

16．楽天的であまりくよくよ考えない方であるR

0』687

0．720

0．631

第4因子　焦燥感（固有値1．386　寄与率6．30％）

項 目 負荷量

8．イライラすることが多い

12．おこりっぽい

0．812

0．613

領域孤．父親の心の状態に関する項目

①0－3歳未満群

　第1因子　父親の抑うつ感（固有値3．594 寄与率29．95％）

項 目 負荷量

6．淋しい

7．沈みがち

9．悲観的になりやすい

2．居場所がない

1．眠れない

0・7爆8

0．681

0．一経98

0．480

0．452

第2因子　父親の心の不健康感（固有値1．772　寄与率14．77％）

項 目 負荷量

3．生き生きしているR

4．毎日が充実しているR

10．気持ちが充実しているR

0．828

，0．768

0，639

②3－6歳未満群

　第1因子　父親の心の不健康感（固有値3．675 寄与率30．62％）

項 目

4．毎日が充実しているR

3．生き生きしているR

10．気持ちが充実しているR

0．862

0．751

0．658

第2因子　父親の抑うっ感（固有値L348　寄与率11．23％）

項 目 負荷量

7．沈みがち

6．淋しい

11．心身ともに不調

0．758

0．615

0．374

第3因子　父親の心身不調感（固有値L　OOO　寄与率8．33％）

項 目 負荷量

1．眠れない

2．居場所がない

1L心身ともに不調

0．626

0．425

0．413
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領域区．妊娠，分娩，新生児期の異常に関する項目

①0』3歳未満群

　第1因子　妊娠や分娩や新生児の異常（固有値L701 寄与率42．53％）

項 目 負荷量

6。新生児期の異常

1．妊娠中の異常

3．分娩中の異常

7，生後1ヶ月以降の異常

0．594

0乳518

0．412

0．410

②3－6歳群
　第1因子　妊娠や分娩の異常（固有値L510 寄与率37．75％）

項　　　『目 負荷量

1．妊娠中の異常

3．・分娩中の異常

0．584

0．459

第2因子　新生児期の異常（固有値1．063　寄与率26．57％）

項 目 負荷量

6．新生児期の異常

7．生後1ヶ月以降の異常

0．534

0．480

領域X．乳児期の特徴に関する項目

①o－3歳未満群
　第1因子difficult砂pe（固有値2．681 寄与率44．69％）

項 目 負荷量

6．おとなしく手がかからなかったR

2．あまり泣かなかったR
－
5
．
と ても手がかかり大変だった

3．よく泣いてなだめにくかった

0．840

0．584

0．482

0．443

②3－6歳未満群
　第1因子　difficult　type（固有値2．881 寄与率48．02％）

項 目 負荷量

5．とても手がかかり大変だった

3．よく泣いてなだめにくかった

1．あまり眠らない方だった

0．775

0．680

0．602
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